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仙
台
市
の
中
心
地
か
ら
南
へ
五
㌔
に
位
置
す
る
「
あ

す
と
長
町
」
は
、
Ｊ
Ｒ
の
操
車
場
だ
っ
た
八
二
㌶
に
及

ぶ
土
地
を
区
画
整
理
し
て
生
ま
れ
る
、
仙
台
市
南
部
の

生
活
拠
点
機
能
と
、
芸
術
・
文
化
・
産
業
な
ど
の
都
市

機
能
が
集
積
す
る
新
し
い
都
市
モ
デ
ル
を
推
進
す
る
新

市
街
地
だ
。
敷
地
を
南
北
に
貫
く
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

「
あ
す
と
長
町
大
通
り
」
を
は
じ
め
と
す
る
軸
と
、
街
へ

の
賑
わ
い
を
誘
発
す
る
広
場
や
施
設
な
ど
の
ゾ
ー
ン
を

互
い
に
連
携
さ
せ
、
新
た
な
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
す
べ
て
の
街
区
規
模
は
、
約
二
㌶
で
分
割
さ
れ

一
体
的
な
土
地
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ

る
場
所
か
ら
徒
歩
十
分
程
度
で
最
寄
り
駅
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

東
北
本
線
太
子
堂
駅
と
長
町
駅
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
13
画
地
に
建
つ

こ
の
建
物
は
、「
あ
す
と
長
町
」
の
北
側
に
位
置
す
る

「
杜
の
広
場
」
に
隣
接
し
、
商
業
施
設
「
ゼ
ビ
オ
あ
す
と

長
町
」
と
、
テ
ニ
ス
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ

ー
ト
の
ア
ル
ミ
ド
ー
ム
三
棟
を
有
す
る
「
Ｓ
Ｒ
Ｇ
タ
カ

ミ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
」
と
一
体
的
な
利
用
を
目
的
と

し
て
い
る
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
だ
。

　
「
ゼ
ビ
オ
ア
リ
ー
ナ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
建
物

は
、
Ｒ
Ｃ
造
地
下
一
階
、
地
上
三
階
建
て
、
屋
根
ト
ラ

ス
Ｓ
造
で
、
敷
地
面
積
七
、九
〇
〇
平
方
㍍
に
対
し
て
、

建
築
面
積
六
、一
〇
〇
平
方
㍍
、
最
高
高
さ
二
四
㍍
、
敷

地
の
大
き
さ
に
対
し
て
目
一
杯
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
も
つ
。

主
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、
ア
イ
ス
リ
ン
ク

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
に
も
コ
ン
サ
ー
ト
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
と
し

て
も
使
え
る
よ
う
に
可
動
式
の
客
席
も
有
す
る
。
震
災

直
後
の
二
○
一
一
年
七
月
に
着
工
。
二
○
一
二
年
九
月

末
の
竣
工
に
向
け
、
現
在
は
室
内
仕
上
げ
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

震
災
直
後
の
現
場
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。「
本
来
は
二
○
一
一
年
四
月
に
着
工
予
定
で

し
た
が
、
実
際
は
七
月
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
四

月
頃
は
、
私
は
ま
だ
こ
の
現
場
に
お
ら
ず
、
被
災
し
た

当
社
物
件
の
復
旧
作
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
一
段
落
し
た
五
月
頃
に
こ
の
現
場
へ
着
任
し
ま

し
た
」
と
若
林
所
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。
被
災
現
場

を
経
験
し
て
き
た
若
林
所
長
は
、
着
任
当
初
か
ら
か
な

り
深
刻
な
労
働
力
不
足
を
予
測
し
、
常
識
に
と
ら
わ
れ

な
い
発
想
で
現
場
を
進
め
る
こ
と
を
決
断
す
る
。「
一

番
重
要
だ
っ
た
の
は
、
少
人
数
で
進
め
て
い
け
る
工
程

を
立
案
し
、
実
行
す
る
こ
と
で
し
た
」。
こ
れ
は
、
作
業

員
一
〇
人
で
作
業
日
数
一
〇
日
か
か
る
作
業
を
、
作
業

員
五
人
、
作
業
日
数
二
○
日
で
進
め
る
と
い
う
も
の
だ
。

こ
の
と
き
活
躍
し
た
の
が
、
九
○
㌧
仕
様
の
ク
ロ
ー
ラ

ー
ク
レ
ー
ン
だ
っ
た
。
こ
の
ク
レ
ー
ン
は
、
屋
根
の
鉄

骨
ト
ラ
ス
を
組
み
上
げ
る
段
階
で
必
要
に
な
る
揚
重
機

で
あ
る
が
、
若
林
所
長
は
、
鉄
骨
ト
ラ
ス
を
組
み
上
げ

る
六
カ
月
も
前
か
ら
こ
の
ク
レ
ー
ン
を
現
場
に
設
置
し

た
。
震
災
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
鉄
骨
建
て
方
の

新
た
な
街
づ
く
り
に
取
り
組
む
あ
す
と
長
町

現
場
の
課
題
を
克
服
す
る
所
長
の
決
断

今秋10月初旬オープンセレモニーを経て、仙台の新たなスポーツ拠点としてオープンする「ゼビオアリーナ」。
主にスポーツアリーナとして計画されているが、その他にもコンサートやレセプション会場としても機能する。

二
〇
一
二
年
九
月
末
、仙
台
市
と
都
市
再
生
機
構
が
進
め
て
き
た

「
あ
す
と
長
町
土
地
区
画
整
理
事
業
」の
一
つ
と
し
て

多
目
的
ア
リ
ー
ナ「
ゼ
ビ
オ
ア
リ
ー
ナ
」が
完
成
す
る
。

震
災
直
後
の
二
〇
一
一
年
七
月
に
着
工
し
、

街
の
復
興
と
と
も
に
建
設
工
事
は
進
ん
で
き
た
。

そ
の
現
場
を
統
括
す
る
佐
藤
工
業
・
若
林
勉
所
長
に
取
材
し
た
。

仙
台
の
新
た
な

ス
ポ
ー
ツ
拠
点

ゼ
ビ
オ
ア
リ
ー
ナ

（
仮
称
）あ
す
と
長
町
1
街
区
13
画
地

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

新
築
工
事
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照
明
や
音
響
、
映
像
設
備
の
種
類
は
非
常
に
多
い
。
ま

た
こ
の
ア
リ
ー
ナ
が
敷
地
目
一
杯
に
建
つ
た
め
、
若
林

所
長
は
、
鉄
骨
ト
ラ
ス
を
建
て
る
時
、
空
調
用
ダ
ク
ト
、

音
響
ビ
ジ
ョ
ン
用
付
属
材
、
照
明
器
具
、
さ
ら
に
は
セ

ン
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
吊
り
下
げ
る
付
属
用
の
鉄
骨
ま
で

も
、
地
上
で
鉄
骨
ト
ラ
ス
と
同
時
に
組
み
立
て
る
こ
と

に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
所
で
の
作
業
工
程
を
減
ら

し
、
安
全
性
と
作
業
効
率
を
向
上
、
さ
ら
に
工
期
の
短

縮
に
も
つ
な
げ
た
。
同
時
に
、
敷
地
に
対
し
て
目
一
杯

建
物
が
建
っ
て
い
る
た
め
、
建
方
計
画
に
も
工
夫
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
屋
根
を
二
一
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
、
北

す
べ
て
の
部
材
は
、
現
場
で
ボ
ル
ト
接
合
さ
れ
て
い
る
。

「
通
常
の
工
法
に
比
べ
て
、
十
分
の
一
位
の
鉄
骨
量
で

で
き
て
い
ま
す
、
そ
の
た
め
、
四
〇
㍍
の
ス
パ
ン
を
飛

ば
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
鉄
骨
の
建
て
方
が
非
常

に
楽
で
し
た
」
若
林
所
長
は
屋
根
を
見
上
げ
な
が
ら
説

明
し
て
く
れ
た
。
こ
の
ト
ラ
ス
屋
根
は
、
ノ
ー
ド
と
呼

ば
れ
る
約
七
種
類
あ
る
球
体
部
分
と
チ
ュ
ー
ブ
と
呼
ば

れ
る
約
二
〇
種
類
の
フ
レ
ー
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ル
ト
接

合
す
る
こ
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
多
目
的
ア
リ
ー
ナ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
に
対
応

す
る
た
め
、
こ
の
鉄
骨
ト
ラ
ス
部
分
に
組
み
込
ま
れ
る

工
程
で
は
機
材
不
足
に
よ
り
ク
レ
ー
ン
を
現
場
に
入
れ

ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ
っ
た
と
言
う
。「
鉄
骨
建
て
方

や
空
調
機
器
、
資
材
の
吊
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
打
設
、
地
組
み
し
た
型
枠
や
工
場
加
工
し

た
鉄
筋
の
つ
り
上
げ
に
も
利
用
し
ま
し
た
」。
こ
の
決

断
が
労
働
力
不
足
を
補
う
良
策
と
な
っ
た
。

　

屋
根
に
採
用
さ
れ
た
鉄
骨
ト
ラ
ス
は
、「
Ｋ
Ｔ
ト
ラ

ス
・
球
ジ
ョ
イ
ン
ト
立
体
ト
ラ
ス
」
と
い
う
工
法
で
、

四
、〇
〇
〇
人
の
観
客
を
包
む

ア
リ
ー
ナ
の
屋
根

高所作業車での作業の様子。屋根には多くの設備機器が組み込まれている。

屋根の鉄骨トラス建て方の様子。建て逃げ方式で建てられている様子がわか
る。赤い塔のように見えるのが、90tのクローラークレーン。（提供：佐藤工業
㈱）

この現場は、震災直後というこ
ともあったのか、寡黙に仕事を

こなす作業員が多かったです。そうい
った人たちと、しっかりとした意思疎
通を行うためには、日々のコミュニケ
ーションが大切であることを再認識し
ました。
　挨拶をすることは基本ですが、特に
現場内のふれあいを大切にし、直接作
業員に話しかけることで、その人の不

満や作業の進捗状況をある程度把握す
ることが可能となり、その場で起きた
不具合や問題を早期に解決するように
努めました。
　この工事は、仙台の復興とともに、
長町ににぎわいをもたらす仕事です。
私たちのエネルギーが、施主はもちろ
ん、ここを訪れる人たちに伝わる事を
願って、最後の最後まで気を抜かずに
作業を続けたいと思っています。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

東
に
あ
る
唯
一
残
さ
れ
た
敷
地
内
の
空
き
地
を
目
指
し

て
、
建
物
の
奥
側
か
ら
鉄
骨
ト
ラ
ス
を
一
方
向
に
組
み

上
げ
て
い
っ
た
こ
と
だ
。
屋
根
を
受
け
る
鉄
骨
の
ト
ラ

ス
が
完
成
し
た
時
、
六
カ
月
前
か
ら
活
躍
し
て
き
た
ク

ロ
ー
ラ
ー
ク
レ
ー
ン
を
解
体
し
た
。「
計
画
通
り
で
し

た
」
と
若
林
所
長
は
誇
ら
し
げ
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

　

現
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
作
業
方
法
に
工
夫
を
凝
ら

し
て
工
事
を
進
め
て
き
た
若
林
所
長
。
こ
の
考
え
方
は
、

以
前
の
上
司
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
上

司
は
、
現
場
着
工
前
、
図
面
を
も
と
に
自
ら
施
工
方
法

を
検
討
す
る
模
型
を
つ
く
り
、
図
面
に
は
書
か
れ
て
い

な
い
別
の
工
法
を
設
計
者
に
提
案
、
設
計
変
更
が
認
め

ら
れ
た
そ
う
だ
。「
自
分
の
会
社
に
こ
ん
な
に
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
の
あ
る
人
材
が
い
る
、
自
分
も
そ
う
な
り
た
い

と
刺
激
を
受
け
ま
し
た
」
と
若
林
所
長
が
言
う
よ
う
に
、

こ
の
時
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自
由
な
発
想
で
現

場
を
進
め
る
事
の
重
要
性
を
感
じ
た
そ
う
だ
。
若
林
所

長
は
、
い
つ
の
日
か
会
社
を
背
負
っ
て
い
く
貴
重
な
人

材
に
な
る
二
名
の
新
入
社
員
を
、
こ
の
現
場
で
預
か
っ

て
い
る
。「
私
が
新
入
社
員
だ
っ
た
の
は
三
十
年
前
で

す
が
、
当
時
に
戻
っ
た
気
持
ち
で
、
そ
の
二
人
に
は
現

場
を
よ
く
見
る
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。
習
う
よ
り
慣

れ
ろ
、
で
す
」
そ
う
話
す
若
林
所
長
だ
が
、
こ
の
現
場

の
話
を
聞
く
限
り
、
若
林
所
長
も
新
入
社
員
に
影
響
を

与
え
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
上
司
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

自
由
な
発
想
を
次
世
代
に
伝
え
る

佐藤工業株式会社
佐藤工業・仙建工業建設工事
共同企業体
あすと長町作業所（アリーナ棟） 所長

若林 勉
Tsutomu Wakabayashi

2階客席前のホワイエ。14ｍの無柱空間をプ
レストレスト・コンクリート梁によって確保
している。上部には設備機器が載っている。

仮囲いを利用し、地元で開催される祭事のポスタ
ーを掲示している。地元住民との交流も大切にし
いている。


